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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 29日 (2007.11.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 図 面 に 例 示 し た 実 施 の 一 例 に 基 づ い て 更 に 詳 述 す る が 、 理 解 を に す
る 便 宜 上 、 本 発 明 を 適 用 す る 巻 取 り 軸 を 用 い る 巻 取 り 装 置 の 実 例 と 一 緒 に 説 明 す る 。 図 １
は 本 発 明 を 適 用 し て 糸 の 係 合 部 を 形 成 し て 成 る 巻 取 り 軸 の 一 部 拡 大 正 面 説 明 図 で あ り 、 図
２ は 図 １ の 線 Ｙ － Ｙ に 於 け る 一 部 拡 大 断 面 説 明 図 で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 を 適 用 す る 巻 取 り
軸 を 用 い る 巻 取 り 装 置 の 一 部 破 断 側 面 概 略 説 明 図 で あ り 、 図 ４ ～ 図 ７ は 図 ３ に 例 示 し た 巻
取 り 装 置 の 側 面 作 動 説 明 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 詳 述 す る と 、 各 供 給 ノ ズ ル ４ ａ は 、 ペ ン シ ル ロ ケ ッ ト 状 の 本 体 の 芯 部 に 後 端 か ら 先 端 に
至 る 貫 通 穴 を 、 中 間 部 に 前 記 貫 通 穴 に 臨 む 切 欠 き ４ ｃ を 、 後 部 に 前 記 貫 通 穴
に 連 通 す る 流 体 供 給 パ イ プ ４ ｄ を 夫 々 有 し て お り 、 巻 取 り の 始 動 時 に は 、 流 体 供 給 パ イ プ
４ ｄ を 介 し て 供 給 さ れ る 流 体 （ 圧 縮 空 気 を 用 い る の が 簡 便 で あ る ） と 、 切 欠 き ４ ｃ を 介 し
て 供 給 さ れ る 糸 ９ と を 先 端 か ら 吐 出 す る と 共 に 、 巻 取 り の 運 転 時 に は 、 糸 ９ の み を 先 端 か
ら 導 出 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 糸 切 断 部 材 ５ は 、 前 記 供 給 ノ ズ ル ４ ａ の 切 欠 き ４ ｃ よ り も 先 端 寄 り の 位 置 に 位 置
し て 、 貫 通 穴 に 臨 む 部 位 乃 至 は そ の 近 傍 に 、 電 熱 ヒ ー タ ・ ナ イ フ 等 の 糸 切 断 具 （ 図 示
省 略 ） を 備 え て お り 、 巻 取 り の 終 了 時 に 限 っ て 、 糸 切 断 具 を 稼 働 さ せ 、 貫 通 穴 の 内 部
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に 於 て 糸 ９ を 切 断 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 巻 取 り の 終 了 時 に は 、 好 ま し く は 、 巻 玉 ３ ０ の 外 周 へ 適 数 回 余 分 に 糸 ９ を 巻 付
け た 後 に 、 各 糸 供 給 機 構 ４ の 糸 切 断 部 材 ５ を 稼 働 さ せ て 、 各 供 給 ノ ズ ル ４ ａ の 貫 通 穴
の 内 部 に 於 て 糸 ９ を 切 断 し 、 巻 玉 ３ ０ を 巻 取 り 装 置 の 後 段 へ 移 送 す る だ け で 、 巻 取 り 処 理
が 完 了 す る が 、 各 供 給 ノ ズ ル ４ ａ の 貫 通 穴 の 内 部 に 於 て 糸 ９ を 切 断 す る の で 、 以 下 、
同 様 の 操 作 の 再 現 に よ っ て 、 次 々 と 巻 取 り 処 理 を 繰 り 返 す こ と が で き る 。
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